
学年愛『あい』×３
～思いあい・Ｉ(自分)・あいさつ～

〔校内文化祭〕     11/8(金)に校内文化祭が行われました。一生懸命練習して

きた学年団合唱を精いっぱい歌い、聞いている人たちに感動

を与えることができました。他にも、CAN の総まとめとして

の発表や、吹奏楽部や各文化部の発表など、日頃の学習や部

活動の成果を披露することができました。

（生徒の振り返りより）

◯ 学年団合唱ではがんばった成果を見せようとお腹の

底から声を出すことができました。歌った後の拍手がと

ても印象に残っています。仲間の大切さ、団結すること

の大切さを学んだ 1 日でした。

◯ CAN では今までの探究を発表することができ、体育

館では５つの優秀クラスターの発表を聴き、どのクラス

ターも実験などがおもしろくて青雲賞を選ぶのはとても

難しかったです。

〔オープンスクール〕
12/7(土)にオープンスクールが開催されました。在校

生の保護者の方だけでなく、附坂中に興味のある小学生

やその保護者など、多くの方が来校されました。午前中

は各教科の授業の様子を、午後からは弁当の日の提唱者

である竹下和男先生のご講演や保護者の方による進路学

習などに真剣に耳を傾けました。それぞれの話が、家族

の大切さを感じたり、自分の将来について考えることが

できる貴重な時間だったと思います。

（親子セミナー 生徒の振り返りより）

◯ 勉強も大事だけど生活のことを自分でできなければい

けないな、と思いました。これから少しずつでも家のこと

をしていきたいです。

◯ この講演を聴く前は弁当を作るのはめんどうくさいと思っていたけ

ど、今では作りたいという気持ちが高まったし、他の人にもこの話を

教えて将来こどもができたときに絶対小さい頃から台所に立たせて弁

当が自分で作れるようにしてほしいと思いました。

〔弁当の日〕
12/10(火)、弁当の日が実施され、生徒全員が

自分で作ったお弁当を持参し、昼食をとりまし

た。オープンスクールで聴いた講演を思い出し、

自分でお弁当を作ることの意味や、家族に対す

る感謝の気持ちを感じながら、仲間とともに自

慢げにお弁当を見せ合っていました。これから

もおうちの人が作ってくれたお弁当に込められ

た愛情や、自分で自分のことができるすばらし

さを忘れずに一歩ずつ成長していきましょう。
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保護者の皆さまへ

平素より本校の教育活動にご理解、ご協力いただき、たいへんありがとうございます。

校内文化祭、オープンスクールでは多くの保護者の方にご参加いただき、感謝申しあげます。生徒は日ごろ以上によ

いところを見せようと張り切って活動していたように思います。

また先日の「弁当の日」においては、お子さまとともに早朝から起きて、お弁当を作るサポートをしていただいたこ

とと思います。お弁当を食べる様子を見ていると、あらためていつもお弁当を作ってくれている保護者の方への感謝の

気持ちがうかがえたように思えます。

今後とも愛のある学年団を保護者の皆さまとともに作ってききたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

【体育館での学年団合唱】

【竹下先生の講演の一場面】


